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ま え が き 
 

平成17年12月に特定粉じん（石綿）の規制に関する大気汚染防止法施行令，施行規則が公布
され，平成18年3月に施行となった。これを受けて大気汚染防止法に規定されている特定粉じん排出等
作業が適切に行われるように，平成18年3月に「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル
（以下マニュアルという）」を策定し，周知を図ってきた。 

その後，大気汚染防止法，石綿に係る他の法規（労働安全衛生法施行令，石綿障害予防規則，
廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令及び施行規則並びに建築基準法）の改正に伴う改訂作
業を行い，2011年版として「マニュアル2011」を策定した。さらに，建築物の解体工事等に伴う石綿の
飛散事例が確認される等，その対策の強化が必要となり，平成25年6月に改正大気汚染防止法が公
布され，平成26年6月に施行された。マニュアルについては，改正後の大気汚染防止法等に基づく措置
を確実に実施するため，新たな知見等を取り入れて，必要な改定を行った次第である。本改定マニュアル
が，建築物及び工作物の解体等に係る石綿飛散防止対策に携わる関係者に広く活用され，その対策
の適切な実施に資することを切に願うものである。 

最後に「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル改訂委員会」の委員各位に，これまで
の尽力に対して，厚く御礼申し上げる。 

 
平成26年 6月 

 
 
 
 
 
 
 

建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策  
マニュアル改訂委員会 委員長 神山 宣彦 
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